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１．パブリックコメントの実施に
ついて 
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（１）パブリックコメント実施状況 
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●公表資料 北上川（２）圏域河川整備計画（案） 
●意見募集期間 平成26年1月14日（火）～平成26年1月31日（金） 
●意見の提出方法 郵便，ファクシミリ，電子メール 
●計画案の公表場所 
  河川課ホームページ 
  河川課，本庁県政情報センター，各地方振興事務所県政情報コーナー       



（２）パブリックコメント意見募集結果 
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●意見募集結果 1人から２件 

御意見・御提言の内容（要旨） 宮城県の考え方 

東日本大震災の影響で地盤沈
下が発生していると思います。 
こういう影響は他の地域でも起
きているのでしょうか。 

 広域地盤沈下については，宮城県のみならず
東日本で発生しています。 
 今回の計画では，広域地盤沈下の影響も考
慮して定めることとしています。 

河川に行くと，サケが川をのぼっ
たりしてきます。是非自然環境に
配慮した構造としてほしい。 

 ご意見を踏まえ，自然環境に配慮し，河川
整備を進めていきます。 



２．地域の方々の意見を聴く会の
実施について 
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（１）地域の方々の意見を聴く会開催状況 
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●開催日時 平成26年1月31日（金）午後7時～午後8時（登米市） 
●開催場所 登米市 県登米合同庁舎 5F会議室 
●説明内容 北上川（２）圏域河川整備計画（案） 

広報周知状況（新聞掲載状況） 



（１）地域の方々の意見を聴く会開催状況 

7 広報周知状況（登米市広報誌） 

●開催周知は，新聞広報「県からのお知らせ」（主要6誌：平成26年1月5日 
  掲載）， 市広報（全戸配布：1月号），河川課ホームページにより実施 

河川課HP周知状況 



（１）地域の方々の意見を聴く会開催状況 
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●参加者 
 登米市開催時（1/31） ４名 

登米市での開催状況 



（２）地域の方々の意見を聴く会での意見 
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●意見を聴く会での意見  登米市：３名 9件   
       御意見・御提言の内容（要旨） 宮城県の考え方 

 登米八景にも挙げられる畳石橋ではサワガニが多く生息し、自然豊
かな場所であった。工事をするなら、自然の美しさを損なわないよう
配慮していただきたい。 

 本文中にも記載していますが，河川整備の実施にあたっては，
自然環境，動植物の生息・生育環境に配慮した改修を行います。
（本文 p.19） 

 治水上安全度W=1/20とする根拠は何か。近年の降雨状況を
鑑みれば、見込みが甘いと思われる。 

 流域面積，人口，一般資産額，工業出荷額をもとに県内で
整備水準をランク分けして定めています。 

 羽沢川の改修について、直轄の工事との関連はどうなっているのか。
少なくとも整備計画の本文からはよくわからない。 

 羽沢川の下流部の改修については，国と事業調整行っています。
そのため，事業主体を具体に記載できていません。 

 羽沢川の北沢橋上下流では昭和40年代半ばまでゲンジボタル
が生息していたが、今では見られない。 

 本文中にも記載していますが，河川整備の実施にあたっては，
自然環境，動植物の生息・生育環境に配慮した改修を行います。
（本文 p.19） 

 昔は羽沢川から3箇所取水していたが、今では取水していない。(そ
のため)日根牛地区の水田は環境が変わって荒れるようになった。 

 本文中にも記載していますが，利水の正常な機能の維持につい
ては，関係機関と調整し適正な水運用を図ります。(本文p.19) 

 斥候川には水門があるが操作した記録はあるか。水門のために周
辺の集落が水没するのではないか。 

 水門操作については，各水門ごとに定めている操作規則に基づ
いて適正に運用していきます。 

 羽沢川沿いにある登米中学校の通学路が、大雨の度に水浸しに
なる。国交省とともに対策してもらいたい。 

 現状について，調査します。 

 二股川では河道内に大小の樹木が繁茂し、河道を阻害している。
そのため、大雨時には(水位が上昇しやすくなり)堤防が決壊するので
はないかと心配である。二股川の現状を調査してもらいたい。 

 現状について，調査します。河道の維持については，本文中に
も記載していますが計画的に堆積土砂撤去，支障木伐採を実
施します。 

 河川の環境が悪くなった。下水を流しているからではないか。対策を
検討してもらいたい。 

 本文中にも記載していますが，よりよい河川環境創出のため，
河川愛護・美化の普及を推進します。（本文p.21） 



３．各意見のとりまとめ 
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（１）提出された各意見 

 ●第1回，第2回懇談で提出された意見 
  環境面に関するもの 8件，計画の運用に関するもの 2件， 
  維持管理に関するもの 5件，利水に関するもの １件，治水に関する 
  もの 1件，親水性に関するもの 1件，超過洪水に関するもの 1件， 
  東日本大震災への対応 1件，計画規模に関するもの 1件 

 ●パブリックコメントでの意見 
  東日本大震災への対応 1件，環境面に関するもの 1件 

 ●意見を聴く会での意見 
  計画調整に関するもの 2件，維持管理に関するもの 1件， 
  環境に関するもの 3件，計画規模に関するもの 1件， 
  利水に関するもの 1件，水門操作について 1件 
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４．北上川（２）圏域河川整備計画
（案）について 
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（１）前回計画（H20.7）との比較(北上川(２)圏域) 
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●前回計画からの変更点 

【主な変更点】 

○ 合併後の市町村名など 

○ 東日本大震災に関する記述を追加 

○ 既往洪水に関するデータを追加 

○ 整備区間の追加 

○ 東日本大震災による広域地盤沈下の影響を追加 



（２）各意見の反映状況（北上川（２）圏域） 
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意見 河川整備計画（案）への反映状況 

大山委員，伊藤委員 
 地域に生息する在来種に配慮して，緑化を考えてほし
い。 
 南沢川については，鮭の遡上なども見られるので，
産卵環境を確保してほしい。 
西條委員 
 昔の南沢川は普段の水量もあったが、今では
水無川となっている。山地の植生も雑木が減
少し、その保水能力が低下しているのではな
いか。植生のあり方も含めて考えていきたい。 

本文p.22 
 自然環境への配慮，生物多様性の保全に関す
る内容を追加 

西村委員 
 維持管理においても環境面でのフォローアップがほしい 
西條委員  
 ヨシが繁茂し，河積を阻害している。維持管理の
頻度を検討してほしい。 
 

本文p.23 
 自然環境面へ配慮しながら維持管理する内容を
追加 

●懇談会，パブリックコメント，意見を聴く会で提出された意見を反映 
 パブリックコメントや意見を聴く会での意見は，計画の運用や計画の内容に関す
る質問が中心 



 ご清聴ありがとうございました 
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